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参考３：委託調査報告会記録

世界が変わる：数学が変える
文部科学省委託事業「数学・数理科学を活用した異分野融合研究の動向調査」

調査報告シンポジウム

日時：平成28年2月20日（土）
場所：東京大学駒場キャンパス　数理科学研究科棟 大講義室
主催：東北大学知の創出センター

（文部科学省委託事業「数学・数理科学を活用した異分野融合研究の動向調査」）
共催：東京大学大学院数理科学研究科
協力：北海道大学電子科学研究所附属社会創造数学研究センター、東北大学大学院理学研

究科・情報科学研究科、情報・システム研究機構統計数理研究所、明治大学先端数理
科学インスティテュート、早稲田大学大学院基幹理工学研究科、京都大学数理解析
研究所、九州大学マス・フォア・インダストリ研究所

後援：日本数学会、日本応用数理学会

プログラム：
第１部：なぜ数学の底力が必要か？
司会：時弘哲治（東京大学大学院数理科学研究科教授）
９：３０－９：４５　　開会挨拶・来賓挨拶
開会挨拶…坪井俊（東京大学大学院数理科学研究科長）
来賓挨拶…生川浩史（文部科学省大臣官房審議官（研究振興局担当））
     小谷元子（日本数学会理事長）　
     大石進一（日本応用数理学会会長）　

９：４５－１０：４５　報告（Ｉ）
背景と趣旨…文部科学省の数学イノベーションに向けた取組
      粟辻康博（文部科学省研究振興局基礎研究振興課／数学イノベーションユニット）
委託調査報告…数学・数理科学を活用した異分野融合研究に関する国内外の現状について

  前田吉昭（東北大学知の創出センター副センター長）
  小松﨑民樹（北海道大学電子科学研究所附属社会創造数学研究センター長）
  福本康秀（九州大学マス・フォア・インダストリ研究所所長）
  宮岡礼子（東北大学大学院理学研究科教授）
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１１：００－１２：３０　基調講演
山田武士氏（NTT コミュニケーション科学基礎研究所企画担当主席研究員）

「コミュニケーション科学から見た数学への期待」
巌佐庸氏（九州大学大学院理学研究院教授（数理生物学））

「生命科学・生物学の推進に数学はどう貢献できるか？：数理モデルにもとづく理論
的研究について」

第２部：どのような取組が必要か？
司会：山本昌宏（東京大学大学院数理科学研究科教授）
１４：００－１４：５０　招待講演
Hyungju Park（韓国国立数理科学研究所長、国際数学連合理事）

「Industrial and Applied Mathematics in Korea: the present and the future」

１５：００－１５：３０　報告（II）
数学イノベーション委員会における検討状況
粟辻康博（文部科学省研究振興局基礎研究振興課／数学イノベーションユニット）
委託調査結果を踏まえた政策提言
前田吉昭（東北大学知の創出センター副センター長）

１５：４０－１７：４０　パネルディスカッション
「これからの10年　どうすれば数学の底力を生かすことができるか？」
モデレーター：岡本久（京都大学数理解析研究所副所長） 
パネリスト：

【数学関係】合原一幸（東京大学生産技術研究所教授）
田中冬彦（大阪大学大学院基礎工学研究科准教授）
宮岡礼子（東北大学大学院理学研究科教授）

【企　　業】高田　章（旭硝子㈱特任研究員、前 ･ 日本応用数理学会会長）
【他 分 野】初田哲男（理化学研究所理論科学連携研究推進グループディレクター）
【マスコミ】辻村達哉（共同通信社編集委員）
【社会連携】池川隆司（東京大学大学院数理科学研究科 数理キャリア支援室

キャリアアドバイザー）

１７：４０－１７：４５　閉会挨拶
三村昌泰（明治大学先端数理科学インスティテュート副所長）
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基調講演・招待講演

基調講演１．

講演者　
山田武士（NTT コミュニケーション科学基礎研究所 

企画担当主席研究員）
講演題目　
　コミュニケーション科学から見た数学への期待
講演要旨 :NTT コミュニケーション科学基礎研究所で
は、心まで伝わるコミュニケーションの実現を目指し、
人間と情報の両面からコミュニケーションの本質は何
か、を究める研究を行っています。例えば、人間は外界をカメラで撮るように忠実に認識
しているわけではありません。これまでの経験を通じて現象をいわば「解読」することで、
その背後にある意味や、本質を即座に理解しています。
　計算機でも同様に、数理的手法を駆使して現象の生成過程をモデル化し、生成過程の逆
問題を解くことで、観測されるデータからそのデータの発生源に関する知識や原因を「解
読」できるようになります。これは、音声音響処理や言語処理をはじめとする、コミュニケー
ション科学の諸問題の解決にとって非常に重要です。しかし、一般に逆問題は不良設定問
題で、解くのは困難な場合が多く、それ故に、数学の貢献が期待されます。本講演では、音
声生成過程のモデル化と、補助関数法に基づくパラメータ推定、関係データのモデル化に
おける無限通りの場合の数の扱い、文書要約問題における列挙の効率化を具体例に、これ
らの問題解決と数学的手法との関係、数学への期待について述べます。

------------------------------------------------------------------------------------------------------

基調講演２．

講演者　
　巌佐庸（九州大学大学院理学研究院教授（数理生物学））
講演題目
　生命科学・生物学の推進に数学はどう貢献できるか？：
数理モデルにもとづく理論的研究について
講演要旨：分子生物学の急速な進歩により、発生・免疫
など３０年前には神秘的と思えた生命現象が多数の化学
反応のネットワークにより遂行されていることが明確になった。個々の担い手に関する知
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識が爆発的に増大している。現在、それらの知識を組み合わせたときに本当に生命現象を
遂行できるのか、が研究の焦点になっており、数理モデリングや統計解析、コンピュータ
シミュレーションを含む数理的な手法の活躍に期待が高まっている。
　本講演では、とくに基本的な論理構造を比較的単純な数理モデルとしてとりまとめ、そ
の解析によって理解を進める研究、つまり生物学の理論的研究に焦点を当て、生命科学の
推進においてどのような役割を果たせるかについて話したい。具体的には、（１）遺伝子・
蛋白のネットワークの解析、（２）発癌プロセスに関わる確率過程（医療への貢献）、（３）
植物の開花結実のタイミング制御と地球温暖化の影響（環境科学への貢献）、の３つを紹介
する。いずれも驚くほど簡単な数理モデルで、それらによって生物学の基本論理がどのよ
うに明確になるかを話したい。
　時間がゆるせば、（１）生物学の様々な分野の間での数理モデリングの定着度合いの大き
な違い、（２）実験、統計的解析、詳細なシミュレータの作成、より単純な本質的法則性の抽出、
その数理的な解析といったさまざまな数学研究が、すべて重要であること、（３）物理学の
数理的法則と生物学（生命科学）の数理的法則との対比、などについても簡単に触れたい。

------------------------------------------------------------------------------------------------------

招待講演

講演者　
Hyungju Park （韓国国立数理科学研究所長、

国際数学連合理事）
講演題目
　Industrial and Applied Mathematics in Korea: 
the present and the future
講 演 要 旨：The Korean math community, in close collaborations with its 
government, has initiated a series of programs to build industrial mathematics 
ecosystems in Korea. The programs involve universities, startup companies, 
research institutes, and the government. Educational components including 
university curriculum updates and student internship are essential ingredients of 
the programs.

------------------------------------------------------------------------------------------------------
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パネルディスカッション

討議内容：今回の委託調査の目的に沿った以下の問題について討議した。

１．数学・数理科学を活用した異分野融合研究の支援
と課題

２．数学・数理科学を活用した異分野融合研究の人材
育成について

３．訪問滞在型研究所は異分野融合研究になぜ必要か
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発表資料 ※掲載可能な資料のみ抜粋

報告Ⅰ　背景と趣旨（粟辻）
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報告Ⅰ　委託調査報告（前田）
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報告Ⅰ　委託調査報告（小松﨑）
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報告Ⅰ　委託調査報告（宮岡）
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招待講演（Hyungju Park）
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報告Ⅱ　数学イノベーション委員会における検討状況（粟辻）
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報告Ⅱ　委託調査結果を踏まえた政策提言

パネルディスカッション（田中）
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パネルディスカッション（宮岡）
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パネルディスカッション（初田）
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パネルディスカッション（池川）

http://faculty.ms.u-tokyo.ac.jp/users/career/pdf/ecosystem.pdf

パネルディスカッション（前田）
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